
平成 18 年 4 月～平成 18 年 6 月 

平成 18年 5月 

 
 

柱を取り替えるため、新材の加工を行っています。 
当時の工法と同じ「ハマグリチョウナ」で仕上げています。 

 
平成 18年 5月 

 
 

柱を立てた時に、ズレが生じないよう 
墨出しを行い、立柱の準備をしています。 

 



 
平成 18年 5月 

 
 

階下では墨出しを行い、立柱の準備をしています。 
足場の二階では、背面冠木（カブキ）梁の古材の繕いをしています 

 
平成 18年 6月 

 
 

礎石の表面と柱の設置面を合わせるため、 
一階柱を削る「ヒカリ付け」を行っています。 

 
 



 
平成 18年 6月 

 
 

一階柱の仮組みの様子です。 
高さやヒカリ付けの調整をしています。 

 
平成 18年 6月 

 
 

解体時に取っておいた旧荒壁の土に新藁スサを混入し、 
土になじむように寝かせています。 

この状態で、５ヶ月程度寝かせ続けます。 
 


